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現代社会と人権

名前 得点

　／8

問1 全校で6つの学級がある中学校において、行事の種目を「玉入れ」「長縄跳び」「綱引き」の3つから選ぶことになりました。
各学級単位での多数決では、6クラス中4クラスで玉入れが1位となりました。一方、全校生徒一人ひとりの票をすべて合計し
て集計した結果では、綱引きが90票で最多となりました。このように集計の視点によって結論が異なる場合、民主的な合意形
成を図る上で事前に決めておくべき最も重要な事柄はどれですか。 （2019年　岩手県公立入試　類似）

1.  どのような集計単位や基準で最
終的な意思決定を行うかというル
ール

2.  多数決で選ばれなかった少数意
見を、次回の行事で必ず採用する
という約束

3.  全校生徒の総計を常に優先し、
学級ごとの話し合いを省略すると
いう方針

4.  集計結果に関わらず、最終的な
判断を生徒会役員などの代表者に
一任すること

問2 育児・介護休業法の改正にともない、社会全体の育児休業に対する意識を高めるため、一定規模以上の企業に対して新たな義
務が課されました。その内容として正しいものを選びなさい。 （2022年　茨城県公立入試　類似）

1.  従業員数が1000人を超える企
業は、育児休業の取得状況を年1
回公表しなければならない

2.  すべての企業は、男性社員に必
ず1ヶ月以上の育児休業を取得さ
せなければならない

3.  従業員数が100人を超える企業
は、社内に認可保育所を設置しな
ければならない

4.  すべての企業は、育児休業中の
従業員の給与を全額負担しなけれ
ばならない

問3 鳥取県における統計資料によれば、平成22年から平成27年の5年間で、出産や育児の時期に重なる25歳から44歳の女性の労働
力率が上昇しています。また、同期間には「放課後児童クラブ」や「病児・病後児保育施設」の数も増加しています。これら
の状況から推察される、女性の労働力率が上昇した主な要因として、最も適切なものはどれですか。 （2023年　鳥取公立入試　類似）

1.  育児と仕事を両立させるための
支援体制が整い、働き続ける環境
が改善されたため

2.  県内の完全失業率が大幅に低下
し、求職者全員が職を得られるよ
うになったため

3.  労働者の平均賃金が急速に上昇
し、共働きの経済的メリットが大
きくなったため

4.  定年退職の年齢が引き上げら
れ、高年齢層の女性の労働機会が
増えたため

問4 富山県の神通川流域で発生したイタイイタイ病は、四大公害裁判の一つとして知られています。この公害が発生した背景と裁
判の結果に関する記述として、最も適切なものはどれですか。 （2017年　千葉県公立入試　類似）

1.  鉱山から排出されたカドミウム
が川を汚染し、その水を飲料水や
農業用水に用いた住民に健康被害
が出たため提訴され、1972年に住
民側の勝訴が確定した。

2.  化学工場から排出されたメチル
水銀が魚介類を通じて住民の体内
に蓄積されたことが原因であり、
国が原因を認定する前に住民が裁
判を起こして勝訴した。

3.  石油コンビナートから排出され
た煙による大気汚染が原因で気管
支ぜんそくが発生し、企業だけで
なく国の管理責任を問う裁判で住
民側が逆転勝訴した。

4.  阿賀野川流域で発生した有機水
銀による水質汚染が原因であり、
新潟県での裁判を通じて、公害を
発生させた企業の社会的責任が初
めて厳しく追及された。

問5 現代の社会において、市民が自発的に組織を作り、福祉の充実や環境保護、災害救援といった社会貢献活動を、利益を目的と
せずに行う民間組織を何と呼びますか。最も適切な名称を選びなさい。 （2019年　奈良公立入試　類似）

1.  特定非営利活動法人 2.  国際労働機関 3.  世界貿易機関 4.  平和維持活動

問6 高齢者や障害がある人が社会生活を送る上で、妨げとなっている物理的、心理的な「障壁」を取り除くという考え方や施策を
何というか、次の中から選びなさい。 （2019年　島根公立入試　類似）

1.  バリアフリー 2.  ユニバーサルデザイン 3.  ノーマライゼーション 4.  アフォーダンス

問7 第二次世界大戦後の1948年、国際連合（国連）の総会において、世界各国が達成すべき人権の共通の基準として採択された宣
言の名称を選択肢から選びなさい。 （2020年　沖縄公立入試　類似）

1.  世界人権宣言 2.  国際人権規約 3.  権利の章典 4.  フランス人権宣言

問8 現代の民主政治において、多数決によって物事を決定する際に「少数意見の尊重」が重視される理由として、最も適切なもの
はどれですか。 （2022年　福島県公立入試　類似）

1.  多数派の意見が常に正しいとは
限らず、少数意見の中に優れた内
容が含まれている場合があるか
ら。

2.  少数派の意見を取り入れること
で、最終的に全会一致で決定を下
さなければならないルールがある
から。

3.  多数決を行う前には、必ず参加
者全員が納得するまで議論を尽く
すことが憲法で義務付けられてい
るから。

4.  少数派が反対し続けた場合、多
数決の結果には法的な強制力が認
められなくなるから。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
どのような集計単位や基準で最終的な意
思決定を行うかというルール

民主政治における合意形成では、多数決の結果が「各グループ（学級）ごとの勝利数」か「全体の
総得票数」かによって異なる場合があります。後から結果に対する不満や混乱が生じるのを防ぐた
めには、資料分析を行う前や採決の前に、どのような基準で判断を下すかというルールを明確に
し、合意しておくことが公平性の観点から重要です。

問2 答え 1
従業員数が1000人を超える企業は、育
児休業の取得状況を年1回公表しなけれ
ばならない

企業におけるワーク・ライフ・バランスの実現度を「見える化」し、社会的な評価に繋げること
で、育児休業を取得しやすい環境を整える狙いがあります。対象となるのは常時雇用する労働者が
1000人を超える大企業で、自社のホームページなどで育児休業の取得率などを年1回公表すること
が義務付けられました。これにより、企業の積極的な取り組みを促しています。

問3 答え 1
育児と仕事を両立させるための支援体制
が整い、働き続ける環境が改善されたた
め

子育て世代である25歳から44歳の女性の労働力率が向上している背景には、育児支援施設の充実が
深く関わっています。放課後児童クラブは小学生の放課後の居場所を確保し、病児・病後児保育施
設は子供の体調不良時でも保護者が仕事を休まずに済む環境を提供します。こうした社会インフラ
の整備が、結婚や出産を機に離職する女性を減らし、社会進出を支える直接的な要因となります。
単なる賃金の上昇や失業率の低下よりも、継続して働ける仕組みが重要視される事例です。

問4 答え 1
鉱山から排出されたカドミウムが川を汚
染し、その水を飲料水や農業用水に用い
た住民に健康被害が出たため提訴され、
1972年に住民側の勝訴が確定した。

イタイイタイ病は、三井金属鉱業神岡鉱山から神通川へ排出されたカドミウムが原因です。骨がも
ろくなり、くしゃみや呼吸だけでも骨折するという激しい痛みを伴う病状からその名がつきまし
た。1968年に提訴された裁判は、四大公害裁判の中で最も早く住民側の勝訴が確定（1972年）
し、企業の賠償責任が明確に認められました。他の選択肢にあるメチル水銀は水俣病や新潟水俣病
の原因であり、大気汚染は四日市ぜんそくの原因です。

問5 答え 1
特定非営利活動法人

現代社会では、政府（公助）や企業（自助）だけでは対応しきれない多様な社会課題が存在しま
す。これに対し、市民が主体となって社会に貢献するために組織されたのが非営利組織であり、日
本の法律に基づいて法人格を取得したものを特定非営利活動法人（NPO）と呼びます。

問6 答え 1
バリアフリー

もともとは建築用語で「障壁（バリア）を取り除く」という意味です。すでに社会の中に存在する
段差などの物理的な障壁だけでなく、制度や文化、人々の意識にある心理的な障壁を解消し、誰も
が参加しやすい共生社会を目指す取り組みを指します。最初からすべての人に使いやすく設計する
ユニバーサルデザインとは、対象とする段階が異なります。

問7 答え 1
世界人権宣言

第二次世界大戦における悲惨な人権侵害を反省し、二度と同じ過ちを繰り返さないために、1948年
に国際連合（国連）で採択されました。これは個人の自由と権利を保障するための「共通の基準」
を示したものであり、その後に作成される人権に関するさまざまな条約の基礎となりました。

問8 答え 1
多数派の意見が常に正しいとは限らず、
少数意見の中に優れた内容が含まれてい
る場合があるから。

民主政治の基本は、単に数で押し切ることではなく、議論を通じてより良い結論を導き出すことに
あります。多数派の意見が誤っている可能性や、少数派の意見に重要な指摘が含まれている可能性
があるため、十分に話し合いを行い、少数意見を可能な限り汲み取ることが、公正な意思決定には
不可欠です。


